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このたびは、コンタックス RTSIII をお買い上げいただ定、 

ち0ザとラございまず。 

このカメラは、コンタックス RTS のリアルタイムシステム思想を 
巧けおぎ、新たに最高速1/孤加がシャッター、 

RTV (リアルタイムバキューム)お構、ブレ発光 TTL ストロボ祐お、 
狭範囲のスポッ S 測光、などコンタックスの最高級がにふさわしい 
特長を加文てお0まず。 

その巧能、性能をフルに発揮させる為に、ご使用になる前に必ず 
この取巧説明をを最をまでお読みいただ舌、充分ご理解のラえ 
お使いくださるよラおおいいたしまず。 


この取扱 説明塞の 説明内容は、マルチモード巧応のプラナー T * 
日加 m F 1.4( MM ) 付で行っていまず。他のマルチモード対応の力 
—ルツアイス交換レンズを 装ち した場合も使用方まは同じでず。 
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この取扱説明塞は、図のよラじして各部の名称と 
照らし合わせて読むことがでさまず。 








る部のち祿 


アクセサリーシュー 



バルブ専用ケーブル 
レリーズソケッ K - 

巻戻し レバー - 


提出補正ダイヤル ——- 

フィルム感度表示 —-- 

レリーズボタン - 

ドライブモード切曾之ダイヤル 
表示パネル - 


>(ィ ン スイ 、ソチ - 

A • B • 巳レバー —— 

吊環 - 

森出チェックボタン —— 


端位置レリーズロックレバー 


tz ルフタイマー LED —— 


レンズ取りはずしボタン 


- 専用ス h ロボ連動接点 


- ダイレク hX 接点 


視度調整ツマミ 




—— シヤ ツター タ‘イヤル 


シャッターダイヤル 
□ック解除ボタン 


巧出モード切替えレバー 


絞0込みボタン 


測光切曾えレバー 


レン ズ指標 


スク IJ ーン交換つめ 


滞位置レ IJ ーズボタン 


ミラーアップ レバー 
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ストラップの取付け方 

図にならって取付けでくださし、。 
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アイカツブ F -4 のぶがけ (揉華装備) 

①接眼リングを図のよラに回しではずしまず。 



這)アイカップを接眼部に取付けで、接眼りングをネジ込 
んで固をしでください。 
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撮影の早わか D 




4 フイルムを入れ、巧谎をオレ 
ンジ色の " マークの位 


ちまで引出しそのままスプールの 


上にのせます。 



5 ドライブモード切宫えダイヤ 
ルを" S " または" CLW ‘ CH " 
にします。 
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撮影前の 
基本操作 


レンズの着脱 



〈レンズの取巧け> 

まずカメラのボデイキトップとレンズの後キトップをそれ 
ぞれ回しではずしまず。次にレンズ側のホ点をカメラ側の 
レンズ指標に合わせではめ込み、時計方向に W カチッ"と 
音がしで止まるまで回しで取巧けまず。 
m レンズを取り巧けるとさは、必ずレンズ側のホ点をカメ 
ラ側の赤いレンズ指標にをわせでから、はめ込んでくださ 
い。ホ点を指標じをわせず差し込み、レンズを回しながら 
カメラのマウン h じはめ込むと、レバー等に無理な力が加 
わりカメラの故障や破損の原因じな0まず。 
















〈レンズの取 0 はずし > 

レンズ取りはずしボタンを巧しながらレンズを反時計方向 
じ止まるまで回し、前方に引出しではずします 。がぅれ 
らはずしたレンズじはレンズキャップと後キャップ、また 
力;ラにはボディキャップをかぶせで保謂ずることを忘れ 
ないでくださし、。 

輿レンズ着脱の際、レンズ面やボディ内部に肖虫れないでく 
ださし、。 

t) フィルムザ入っているが態でレンズを着脱ずるとさは、 
直射日光を避けでください。 


亀难の入れかた 



RTSin はフイルム巻上げ、巻戻し、シャッターなど、す 
ベでの磯構が電池で作動するよラになっています 。がラ 
は電池が入っていないと作動しません。 

1 力;ラ底部のバッテリー室カバー着脱ノブを起こし、 
マークを矢印の方向へ回しでバッテリー室カバ 
一をはずします。（貧^ > S ) 
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2 電池をパッテリー室内の十一表示に従って正しく入れ 
まず。@(9を間違えると力 ■>< ラは作動しません。 

《力ラに同捆されでいる電池はサンプルでず。作動確認 
用としてご利用くださし、。 

電池は目的に応じで、次のものをご使用ください。 

①アルカリ乾電池 （1 .日 V 単3お日本） 

—般的標準電池としておずずめしまず。 

©ニッカ ド電池 (1.2 V 単3お日本） 

特に低温での使用時におずずめしまず。 

©リチウム電池（日 V -2 CR 已1個） 

自然放電がかいので長期間同ーバッテ U —を使用ずるとを 
10や、予備バッテリーとしで携行ずるとをにおずずめしまず。 



なお、化の電化よりも電圧がほいため、低温時での使用は 
おずすめでさません。 

3 力ラのガイドピンにバッテリー室カバーの取付け巧 
ををわせ、カバーを元通りじかぶせまず。着脱ノブを 
矢印の方向へ止まるまで回しで固定しまず 。 （g ;貪） 


RTSim ま、アルカ U 乾電池、ニッカド電池巧びリチ 
ウム電池が使えるよラになつでおりまず。これらのバ 
ッテリーのラち、 RTSIII の性能をフルに発揮しでい 
ただくとめには単3おアルカリ乾電池の使用をお勧め 
しまず。 











ノ r ッテソーチェック 



表示パネルに4〇"(バッテリー酱告マーク）が表示されな 
いとさは、電池の電圧は正常でず。 

表示パネルの表示内客は P いをごむください。 

〈電池の交換> 

表示パネルに W 口。 マークが点好したら、電池交換の時期 
でず。メインスイツチを OFF じしてからカメラのバツテ 
リー室カバーを開けて、新しい電池と交撰してください。 
;♦ マークが点好しでからも撮影はでさまずが、ずみ 

やかに電池交換しでください。電池客重が使用限界を超え 
ると、表示パネルのマークが点滅または消好し、力 
メラは作動しなくなりまず。 

〈電池取巧い上のま意> 

ホ電池の交換は種類の違ラものや古いものを混だたりしな 
いで、6本とち同じ種類の新品電池と交換しでくださし、。 


@電池は、一般にお温 （□ に杉下）じなると性能が低下しま 
ず。寒を地で使用ずるとさは、カメラをバッグや防寒具に 
入れて保温ずることをおずずめしまず。なお、低温のため 
に性能のお下した電池は、常温に房れば回復しまずからそ 
のまま使用でさまず。 

み電池の両極を汗や油で;'ちしたりずると接触不良の原因と 
なりまずので、乾いた巧でよく巧いでから使用してくださ 
し、 0 

#使用済みの電池を火の中に捨てたり、充電や分解ずるの 
は危険でずからやめでくださし、。 

が長期間の旅行などじは、予備の新しい電池を用意ずるこ 
とをおずずめしまず。 


使用バッテリーとおお本数 (36 巧撮り、当な撮影基準による) 


バッテリー種類 

常温 

- lot ) 

1 .日 V 単3おアルカリ乾電池日本 

約1即本 

約7本 

1.2 V 単3おニッカド霉池己本 

約加本 

約卽本 

日 V リチウム霉池1個 

《約12日本 

— 


•ぶリチウ厶電池使用の場含は他の電池よりち電圧が1 ほしげこめ電池 
装着後すぐに" a " マークが点灯ずることがありますが、そのまま 
お使いください。 

撮累ミ本教は マーク が点滅しで力 X ラが作動しなくなるまでの 
本巧です。 
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ON 巧巧 I OFF 巧態 


電源の " OFF "、" ON " 及び " AEL "( AE □ック）の 
切曾えを行います。 

OFF :ホマークが見えないとを 

力^ラの電源が切れ、 OFF のが態になっています 。が 
ラを使わないとさは、不用意にシゎクターが切れないよラ 
に^インスイツチを OFF にしでくだごい。 

‘‘ ONV - ク 



力^ラの電源が入ります。 


‘‘ AEL ’ マーク 


測光時の盛出をそのまま固定します。逆光時での撮影や動 
<被写体を一定の經出で連続嚴影したいとさなどじをこの 
AE □ックを使います。 
m A E □ックについでは尸37をご芭ください。 



この力^ラ(こは視度調整機構が内蔵されでおります。視度 
調整ツマミを引さ上げ回転ごせで、ファインダー内中巧の 
円がはっさり見えるよラに調整しでください。調整範囲は 
+1〜一3ディオプターです。 

♦ 調整後はツマミを押し込んでください。 

'，'九乂 ラの視度調整機構の範囲内で、視度調整ができない 
かたは、別売りの視度補正レンズ FM タイプをお買い巧め 
<だごい。 












フィルム感度設定は、 DX コード利用じよる自動設定と手 
動じよる設定の2通りがあります。 

ODX コードによる自動設定> 

品出補正ダイヤルを引さ上げながら回し、フィルム感度表 
示巧の TDX " マークを指標に含わせ、クリックの位誇に 
這し込みます。 

□ X マークがをのフィルムを使ラと、力；<ラがフィルム感 
度を自動設定します。 DX フィルムは ISO 巧〜加邮まで使 
用でを DX マークと感度は、フイルムの外箱に表示されて 
います。 


み自動設定されたフィルム感度は力^ラには表示されませ 
ん。 

ホ DX マークのないフィルムは、 IS 日1加に設定されます。 

くフィルム感度を手動設定ずる場合> 

DX マークのないフィル厶のフィル厶感度設定や、 DX 表 
示と異なるフィル厶感度に変えたい場合に使います。霜出 
補正ダイヤルを引さ上げなザら回して設定します。 0 X 7 
ィルム装てん時でも手動設定した値になります。 

フイルム感度はに □ 日〜日4加の範囲で1/3段毎に設定でを 
ます。 
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つィ） b ムの入かかた 



1 裏ぶた開放ノブを起こし矢印方向に回しで、裏ぶたを 
開けまず。開けた後、裏ぶた開放ノブは、元のイ立置(こ 
収納しでおいでくださし、。 
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よ喔 ", j f 



2 図のよラに、フィル厶パ S ローネ先端を斜めじしで入 
れまず。 

シャツター薄じついて 

シャッター幕は精密部品でずので絶巧に指で触れたり、 
フィル厶の先端でついたりしないでください。特にフ 
ィル厶の巧端がシャッター幕の上じある状態では、絶 
巧にシャッターを切らないでくださし、。 

争: DX 接点やデータバック接点は、むやみに触れたり、ミち 
したりしないよラにま意しでくださし、。 

が フィル厶の出し入れは、直射曰光を避けでください。 



































3 フイルムの先端をオレンジ色の "― " マークの位置 
まで引出し、そのままスプールの上じのせまず。 
このとさ図のよラにフイルムが浮さ上がらないよラにして 
<ださし、。 

巧)フイルムの先が長く出でいる場合は、あらかじめ巻戻し 
て長さを調節してください。 


- —— i _I ^ 



4 襄ぶたを閉め/インスイツチを ON じしてレリーズボ 
タンを押ずと、表示パネル"^"マークが点減しフ 
ィルムが自動的に空送りされ、フィルムカウンターは " cir 
じなりまず。 

货フィルムカウンターが"日日"のままの場合は、フィルム 
が正しくぷられでいません。窠ぶたを開け、ちラー度入れ 
なおしてくださし、。 

み)フィルムカウンターは表示パネルとファインター内表不 
の両方で確認でさまず。 

@フイルム確認窓で、フイルムの有無がねかりまず。 
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ファインダー巧表示及び表示八ネ J レ 


〈ファインダー内表示> 


苗出モード7—ク ー■ 

巧り値 - 

ス h □ボマーク —— 
ス h □ボ メーターー ■ 
フイルムカウンター 



表示はノいソクライ K 方式を採用し、巧の操作をしたとさじ 
表示され、1日秒間表示したあと自勤的に消える省電設計に 
なつでいまず。 

①乂インスイッチを ON じしたとさ。 

©メインスイッチ ON のが態で 

■レリーズボタン、露出チェックボタン、絞込みボタンを 
押したとさ。 

■ストロボプレ発光レバー、き戻しレバーを ON じしたと 
さ。 

また表示中にダイヤル等を切曾えたとさは、表示は更に1日 
秒間延長されまず。 


シャッタースピード 

シャッタースピードは1/日加 日 秒 から 4秒、 LT (日〜32秒） 
が表示され、 即日日は 1/ 即日日 秒、 4 s は4秒を示しまず。 
2個表示されでいるとさは、その中間値を示しまず。また 
"▲-マークの点滅は露出オーバーを、 " LT " の点減は露 
出アンダーを意味しまず。 

シャッタースピードの測光値は、点ので表示しまず。露出 
モード " Tv "、" M " または " AEL " でシャッタースピー 
ドを固定した攝をには、点滅表示となりまず。またストロ 
ボ自動切曽え時のシャッタースピードも点滅に変わりまず。 

フイルムカウンター 

フイルムが巻上げられるごとにコマ数は 1 コマずつ進み、 
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卷戻し時は減算表示しまず。 

また、カウンター機能 L ソ外に次のよラな表示もしまず。 
■バルブ作動中の時間表示（邮〜日日秒までの繰返し）。 
(バルブ専用ケーブルレリーズソケッ K 使用時は除く。） 
■たルフタイマー時の残り時間表示 （ 1 日秒〜日日まで)。 

■ 3 コマ連続自動盛出補正時の作動順序表示。 

■振影フィルム終了表示。 

ス K ロボマーク 

TLA フラッシュシステム使用時、充電が完了ずると "4 " 
マークが点灯しまず。 

ス S □ボ乂ーター 

スト□ボプレ発光 " ON " のと去± 2 £\/の範囲で、適正 
战出からの誤差量をしで E V ステップでバーが点灯しまず。 
誤差墨が± 2 E \/を超えると去は、該当ずる側のバー表示 
が全て点滅しまず。また TTL ダイレクト調光(こよるスト 
□ ボ撮影後の調光状態を 4 秒間表示しまず。 

絞 D 値 

絞り優先オー K 撮影とマニュアル强出攝影のとさはたッ h 
した絞りを、シトッター倍先オート撮影のとさはシャッタ 
一速度に応じた絞りを表示しまず。 

巧出モードマーク 

露出モードを表示しまず。 " Av " は絞り優先才 一 K " Tv " 
はシャツター粒先才ート、 " M " はマニュアル、"がは八ル 
ブを示しまず。 


狂出補正表示 

謡出補正ダイヤルをしソ外の値にずると "+" または 
"一" の マークが 点滅しまず。 

測光マーク 

測光方式と AE ロックの表示をしまず。 

中央重点測光のと去：" C 3 "マークが点灯しまず。 
スポット測光のとさ：" 00 "マークが点灯しまず。 

中央重点測光の AE □ック： W C3 "マークが点滅しまず。 
スポット測光時の AE ロック："•"マークが点滅しまず。 


フアインダー内の光屋低下について 

長焦点レンズ使用時またはオー h ベローズや接写 I 」ン 
グを使用してカメラからレンズを繰り出しで撮影ずる 
場合、ファインダー巧上側の光墨がお下したり、影が 
でたりずることがありまず。いずれの場含ちファイン 
ダー区]だけに現れる現象で実写画面には現れません。 


〈表示パネル〉 
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— バジテリー餐告マーク 

詳細は P 11 "バッテリーチエッ 
ク"をごた:ください。 

,— フィルムカウンター 
j メインスイッチ日 FF のと去も、 

フイルムの撮影枚数を表示しまず。 


V 



フイルム給送マーク 












ドライブモード切营えタイヤル 



撮影目的に応じて次のドライフモードを選ぶことザでさ、 
ドライブモード切替えダイヤルを引さ上げながら回して tz 
ッ K しまず。 

S ...1 コマ巧お 

カメラのレリーズボタンを巧ずごとに1コマ分撮影され、 
次の巻上げが行われて停止しまず。 
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CL 、 CH …連続巧お 

カメラのレリースボタンを押している間、最高約3コマ/ 
秒 （ CL ) または約己コマ/秒 （ CH ) の連続撮影ザでさ 
まず。(撮影コマ速度は、シャッタースピードや使用ずる電 
池の状態により変化しまず。） 


電池別連な ft たコ7巧度 

(シャッタースピード1/巧0秒切上、 IS 032 切上） 


巧厢■化 

アルカリを巧池 
ニッカド巧池 
2 C 円已 

※ミ斤品電池使巧時 


ドライブモード 


CL 

約3コマ/巧 
約3コマ/が 
約2コマ/抄 


CH 

約己コマ/秒 
約ん日コマ/が 
約3.日コマ/秒 


公2、公1日…セルフタイマー巧お 

2秒または、1日秒の t ルフタイマー撮影がでさまず。 
詳細は尸42をご度ください。 


@ ••を重结出巧お 

尸のをご質ください。 




磊出モード切宮えレ八’一 



絞り巧先オー S 、 シャッター巧先オート （ MM レンズ装着 
時のみ)、マニュアル涅出巧びバルブの各巧出モードの切曾 
えを巧いまず。涵出モードロック解除ボタンを押しなザら、 
巧出モード切曾えレバーを t ッ S しまず。 

各巧出モードの詳細は P 24 〜犯をご巧ください。 

く理出チェックボタン> 

X インスイッチ ON のとき、巧出チェックボタンを押ずと 
ファインダー内表示ザ点好し、巧出を確認ずることがでさ 
まず。また、レリーズボタンの半押しでちな出を確認ずる 
ことザでさまず。 


シ ヤツ ターダイヤル 



撮影フィル厶の巧光時間を調節ずるもので、シャッター便 
先撮影巧びマニュアル撮影時に使用しまず。 

シャッタースピードは X 1巧 （ 1パ巧秒)、4秒〜1/日00日秒の 
範圓で]段ごとに t ツトでさ、 X 12 日のみロックしまず。 
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カメラのぶまかた 



ピントが合った美しい写真を撮るためじは、カメラをしっ 
かり構えることが大切でず。ピントが悪し^写真のをくは力 
ラブレが原因でずので、カメラに慣れるまで線留をして 
ください。カメラを左手の手のひらに乗せ、レンズの距離 
リングを指で回せるよラに持ち、ち手はグリップ部でカメ 
ラを保持し、人差し指をレリーズボタンの上に軽くおさま 
ず。左ひじを体につけ、カメラを顔に軽く巧しつけるよラ 
にしてファインダーをのぞさ、ち手にはあまり力を入れず 
静かにレリーズボタンを押してください。カメラは横位置 
のほか、状況により縱位置で構えまずが、いずれも自分に 
あった姿勢を研究しでください。建物や木立などを利用し 
て体やカメラを支えることも良い方法でず。 

〈織位置レリーズボタンの利用> 

人物撮影など縦画面で撮影ずるとさは縦位置レリーズ 
ボタンが便利でず。無理な姿勢をせずに自巧な構え 
でシャッターを切ることがでさまず。 

縦位置レリーズ□ックレバーを矢印の方向に止 
まるまで回して、□ックを解除してください。 

使巧しないとさは、レバーを赤マークがかく 
れる位置まで回してください。 
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ピントのをわせかた 



RTSni (こは、フォーカシングスクリーン FV 1(水平ス 
プリット /マイ ク□プリズムぶ)が標準装備されでいます。 
ピン K 含わせは、ファインダー中巧の水平スプリッ K 部、 
及びマイク□プリズム部、または周辺のマツ K 面で巧いま 
す。 


〈水平スプリッ K 部の場合> 

ファインダーをのぞさながら距離リングを回しで、中央に 
ある上下に分割された像が一致するよラじします。ピント 
ザをつでいないとさは、スプリツ K 部の懷がズレます。 



〈マイクロプリズム部、及びマッ K 面の場合> 

距離リングを回しで、マイク□プリズム部か周辺のマッ K 
面の像ザはっさり見えるよラじします。ピントが■含っでい 
ないと舌は、マイクロプリズム部ではギザギザに、マット 
面ではボケます。 

ザ暗いレンズを使用したとさや、高倍率での接写時には、 
ピントがちわせにくくなることがあります。このとさは周 
囲のマツ K 面でピン K ををわせでください。 
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フイ J レムの巻戻し 




撮影フィルムを全部写し終ると、巻上げが止まり、フィル 
ムカウンターに表示されでいるカウン S 値の上朽、下巧が 
巧ちに点滅しまず。 

メインスイッチを ON の状態で、巻戻し□ック解除ボ 
タンを押しなザら、巻戻しレバーを矢印の方向に回ず 
と、フィルムの巻戻しが行われまず。 

フィルムカウンターザ減算表示され、巻戻しが終了ずると 
モーターが停止しカウンターは"日日"の表示になりまず。 
ザ巻戻しが始まったとさは巻戻しレバーから必ず手を離し 
てください。巻戻しレバーは自動的に元[こ戻りまず。 

み巻戻しは、パ S □—ネの外にフイルム先端を残して終了 


しまず。フィルムを全部パ S □—ネに巻込みたいとさは、 
巻戻し終了後もラー度1の操作を巧ってください。 

2 モーターが停止し、フィルムカウンターが"日 [ T じな 
ったのを確認してから襲ぶたを開け、フィルムを取出 
しまず。取り出しは直射曰光を避けてください。 

(#; フィル厶の途中からの巻戻しち]、2の順で巧ってくだ 
さし、。 

卷;巻戻し後は、必ずフィルムを取出してください。巻戻し 
後は、一度裏藍を開けるまでカメラは作動しません。 
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RTV ( U ア )0 タイムべキューム)推構 


它ラミック圧板と RTV 槪構を採用することにより、従来 
方式では不可能であった1ランク上のフイルム平面性を保 
つことが巧能じな0ました。 

RTV 機栖は、シャッターの先幕走行直前にフイルムを圧 
板に吸引し、後幕走行後に吸引状態を解除する觸構で" A V 、 
Tv 、 M " の各麗出モードで作動します。 

祐强出モード " B " (バルブ）では吸引しません。 

み " a " マークが点灯し、バッテリー裝告のが態のとさは 
省電のため吸引は巧いません。 
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撮影操作と 
応用テクニ、ジク 
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毎出モードの選が 

痛影目的や巧途じ応じで、次の落出モードが選べまず。 




















Av : 絞り®先オー S 

あらかじめ絞りをた、ン K ずることじより、被写体の明るさ 
に応じてシャツタースピードを自動的にコン S □—ルし、 
適正摄出を得まず。被写界深度を利用しての撮影に適して 
いまず。 


Tv ： シャツター歷先才 一 S ( MM レンス装着時のみ） 

あらかじめ シャ 、シタースピ ー ドをたツ S ずると、被写体の 
明るさに応じで絞りが自動的に選定され、適正な露出の写 
貢が撮れるよラになっていまず。動さのあるスポーツなど 
の撮影に適していまず。 


M :マニュアル度出 

絞りとシヤ、ンタースピードを撮影意図や目的に合わせて任 
意にたッ[-し、撮影ずる方までず。また意図的に综出才 一 
バーやアンダーにずることち簡単じでさまず。 


已：八ルブ 

長時間摄光を必要とずる夜間银影や天体撮影を行ラとさバ 
ルプ攝影を行いまず。レリーブボタンを押している間シヤ 
クターが開いで摄光されまず。 


(DAE レンズ装着のときは、 " Tv " モードで痛影ずること 
はでさません。 " Tv " モードじた、ッ h されでいでち提出モ 
ードは " Av " モードじな 0 まず。 

@レンズ未装着のとさは、 " Tv " モードにセ、ン S されてい 
てち自動的に " Av " モードじなりまず。 
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絞り優先オ~卜録影 




1巧出モード切客えレパーを" Av " にセツ h しまず。 


2 巧りを t ットし、巧おしまず。 

レンズの絞りリンクを回して絞りを tz ットずると、絞 
りに応じた適正シャッタースピードが自動 tz ットされまず。 


ファインダー内表示じは、 tz ットした絞りと自動 tz ットさ 
れたシトッタースピードザ点灯しまず。 
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ツター 優先才—卜银影 



1 巧0を緑色のお小巧0にし、巧出モード切替えレバー 
を" Tv " にセツ h しまず。 

MM タイプレンズでは、プログラムオ ー h またはシトツタ 
一慶先オー h 撮影時の tz ツ h 化置としで絞りリングの最小 
絞りが緑色で表示されていまず。 



2 シャッタースピードをセットし、摄おしまず。 

シトッターダイ中ルを回してシトッタースピードを tz 
ッ h ずると、シトッタースピードじ応じた適正絞りが自動 
tz ッ h されまず。 

フアインダー内表示(こは、 tz ッ h したシャッタースピード 
が点減し、自勤 tz ッ h された絞りが点'灯しまず。 
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設定シャッタースピードでは、適正絞り値が絞り範囲 
外になるとき適正露出を得るため自動的に違ラシャッ 
タースピードにシフトされ、常に適正露出じなるよラ 
調整されまず。このときシフ K ずるシャッタースピー 
ドは点な表示になりまず。 


み設定したシャッタースピードよりも適正シャッタースピ 
ードが速い場合じは、絞りが点滅しまず。このとき愤りが 
最小絞りになっているか確認してください。 

み: MM レンズを最小絞りとは異なる絞りに tz ットしたとさ 
は、 tz ットしと絞りと開放の間で絞りが自動 tz ットされま 
ず。 


絞り値 


設定絞0値 


開放お0値 


LT 点滅 


シャッター速度巧巧 AE におけるシフ K 及び餐告 

シャッター逮度：点灯（シフト値） A 点滅 


-シトッター透度：点滅 
(設逊直) 


絞り値：点滅 
絞0値；点灯 


シャツター速度：点灯（シフト値） 

絞り値：点灯 ^ 

32 s 設定タイム 


ーシャッター透度 


80003 


:設定シャツター速度じよる制御飽囲巧 
■■■■■ :シャツター速度シフトじよる制御範囲内 
广 — I :制御羁国が（お告領域） 



















〈オー h 撮影時の度出オー八一/アンダー咨告〉 
巧出才一八‘一警告 - 

シャッタースピードがで点滅するとさ 
は、麗出オーバーです。被写体が明るすざま 
すので、絞りを調藍し直して、シャッタース 
ピード表示が点灯じなるよラじしてください。 

また、別売りの N □フイルター（光 置 制限用） 

で光を調整することがでさます。 


巧 出アンダー 餐告 

シャッタースピードが " LT " で点滅するときは、涩出ア 
ンダーです。被写体が暗すぎますので、照明を加えて被写 
体を明るくしたり、飯りを変えたりして " LT " が点灯す 
るよラじして< ださし、。 

また、専用のス h □ボを使ラと明るくされいな写真が撮れ 
ます。 



♦说出オー八‘ 一., アンダー 装告 時でも、レリーズボタンを 
押せば撒影でさます。 


〈アク t サリー使用上の注意> 

開放 F 値が5.目より暗いレンズ、または自動絞りの連動しな 
いアク tz サリー（オー h ベ□ーズ PC 、 マイク□スコープ 
アダプター、接写リング7.日麵、リバースリングなど）を使 
用する場含は巧のことじな意してください。 

①ファインタ‘一内の絞り表示は"1 .4" に固定されますが測 
光機能は正常に作動します。 

©シャッター巧先オート撮影はできません。絞り禮先オー 
卜撮影、またはマニュアル露出撮影を行ってください。 

〈アイピースシャッター〉 

tz ルフタイマーやリモー h コン S ロールシステムを利用し 
ての才ート撮影 （ Av 、 Tv の各モード）では、ファインダ 
一接眼部から顔を離しますので、接眼部から入る光が測光 
じ影装を及ぼすことがあります。このよラな撮影では、ア 
イピースシャッターで接眼部をしゃ開するか、または AE 
□ックをご利用ください。 











巧出モード切客えレバーを" M " に tz ッ S します。 


2 シャッタースピードとなりを t ットし、巧おします。 

シャッターダイヤルを回して、シトッタースピードを 
たットし、絞りは絞りリングであわせまず。 

ファインダー内じは、たッ S したシャッタースピードが点 
滅、適正シャッタースピードザ点灯で表示されまず。シャ 
ッタータイヤルまたは絞りリングを動かし、点減と点灯表 
示を一致させて（点滅）撮影してください。 














































バルブ提影 



露出モード切替えレバーを"曰"じ tz ットします。レリー 
ズボタンを押しでいる間シャッターが開いで链光されます。 
力八ラブレを防ぐため、兰脚で固定するか、安定した台な 


どじ置き、別売りのケーフルスイッチ L を力八ラのレリー 
ズソケットじ接統しで撮影しでく ださい。 


♦フイルムカウンターは、バルブ债影の経過時間を示す夕 
イマー表示に切替わります。表示はで日"から"日日秒"ま 
でカウントされ、しソ後その繰返し表示じなります。 
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〈バルブ専用ケーブルレリーズソケット〉 

市販のメカ式ケーブルレリーズを接続ずることじより、任 
意の時間だけシャッターを開くことがで去まず。前記のバ 
ルプ撮影に比べ、蟲光中の電池の消韩がなくなりまず。天 
体写真のよラに長時間の 茲 光を要する撮影時に利用しまず。 
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1図のよラにメカ式ケーブルレリーズを取り付けます。 

2 メインスイッチを " ON " じし、メカ式ケーブルレリ 
-ズを押しでロックしまず。 

3 カメラのレリーズボタンを巧ずと、シャッターが開い 
で撮影が始ま0ます。ケーブルレリーズを□ジクしで 
いる間、シャッターは開いたまま(こなりまず。カメラのレ 
リーズボタンを巧し統ける必要はありません。 

4 希望の時間、撮影を行いまず。この間電池のミ肖耗はあ 
りません。 

5 メカ式ケーブルレリーズのロックを解除ずるとシャッ 
ターが閉じ、攝賽ミが終了しまず。 

■バルブ専用ケーブルレリーズソケットじ、別売りのケ… 
フルスイッチ L (電気ぶ）を接続しでも作動はしません。 

• ロック時にケーブルが少し戻るよラな;< 力式ケーブルレ 
リーズは、シャッターを開いたままじでさない場合があり 
まずので、事前にテストしでくだたい。このよラなケーブ 
ルレリーズの場含は、ロック機構を使わずにケーブルレリ 
ーズを手で巧しながら撮影しでください。 

• 表示パネルに経過時間の表示はありません。 








中央重点平均測光と、画面中央部03酬を測光ずるスポツ 
h 測光があり、測光切曾えレバーでセツ h しまず。撮影条 
件や撮影意図により使い分けると、より精度の高い効果的 
な写賣撮影が行えまず。 

〈中央重点平均則光〉 （□ マーク） 

主にファインダー画面中央部の被写体の明るさを重点的に、 
かつ周辺部の明るさも加巧しで測光を行い、露出値を巧定 
ずる方すでず。光の変化が激しいところでもよく対応しま 
ずので、一般の撮影はちちろん、動さの激しいちのでち闆 
をに撮影ずることザでさまず。 

測光感度分布図 



中巧重点平均測光 スポッ K 測光 


〈スポ、ッ K 測光〉（田マーク） 

ファインター画面中巧03麵内じあたる被写体の明るさの 
みを測光しで、露出を決める方すでず。 

例えば、ぶ光の人物や特定の部分にライティングを生かし 
た題台撮影など、被写体と背崇の明るさが極端に違ラ場含、 
また画面効果を考えで、特に被写体の一部分だけを測光し 
で撮影したい場含などは、このスポッ h 測光を利用ずると 
されいな写真が撮れまず。 

ザスポッ K 測光時の連続攝影（巳 L 、 巳 H ) では、 ] コマ 
目の詔出で連続攝影しまず。 

•偏光フィルター使用の撮影について 

偏光フィルターは、 A 偏光フィルターをご使用ください。 
このカメラは測光系の特性上、直線偏光フイルターを使用 
ずると測光誤差を生じることがありまず。 


33 



く測光範囲 > 

表は、絞り、シャッタースピード、 EV 値の相互関係を示 
すちので、使用レンズの測光範囲を知ることザで去ます。 
たとえば中央重点平均測光時に IS 01 加のフイル厶で F 1.4 
レンズを使巧した場合、披り表の iscn 加の頃の "1.4" と 
" 1 6"( プラナー T * 加 mm の最小絞り値は F 1目です）から制め 
に延長した線上で垂直線 （ EV 線）と水平線（シャッタース 
ピード値）ザ交わる点が示す両端の範囲、すなわち EV"[r 
から EV "引"ザ F ] .4 レンズ使用時の測光範囲です。 
《 EV 値とは、露出計の連動範囲を示す数値で、外光の 
明るさが一定のとをに、フイルムに同一鹿光効果を与 
える絞りとシャツタースピードの組合せを示 


と.すちのです。たとえば、表により E VI 3 
では、鬥6 • 1/3日でも刊’1/1巧でも 
同じ露光効果が得られることが 
わかります。 


髓囲内に色で表示しであるシ 
ヤツター 速度の 32 から 1/ 卵邮は 
オー h 撮影時に力 •>< ラが正常(こ 
測光を巧ラ範囲を示しまず。 

範囲巧に色で示して右る部分 
は、 IS 01 日日フイルムで F 1.4 レ 
ンズ使用時の測光範囲を示しま 
す。 


3斗 


EV 値 















































撒影のとさ、主要被写体とその背崇じ極端な明暗差がある 
ためじ、そのままでは主要被写体に適正露出が得られない 
場含、あるいは意図的に强出オーバー、アンダーの写真を 
撮りたいとさには、次の3通りの露出補正方法がありまず。 

(1) 密出補正ダイヤルの利用 

絞り憤先オー K 、 シ V ッター禮先オー K 、 マニュアルとち 
通常は露出補正ダイヤルを"日"じたッ K しておさまずが、 
經出を補正するとさは、露出補正ダイヤルを回して希望ず 
る補正値を湿出補正指標に含わせまず。補正値は +^EV 
〜一^ EV までの範囲内で I /3 EV ごとじたッ S ずること 
ザでさまず。 

ファインダー内には、補正(こちねせて W +" または W -" 
マークが点滅し補正中であることを示し、補正壁に応じて、 
シ V ッター優先オートでは絞りが、絞り優先オー h ではシ 
V ッタースピードが変わりまず。 

マニュアル詔出時は、測光値のシトッタースピード（点灯） 
が変わりますので、シトッターダイヤルまたは絞りリング 
を動かし、シトッタースピードの設定値（点滅）と測光個 
(点灯）を一致させて（点滅）撮影しでください。 
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逆光撮影などのとをは…… 

"+1/3"〜 "+ ピ’の範囲で補正しまず。 

中央重点平均測光の場含、逆光や明るい空、おをバックに 
した人物、または窓辺の人物などのよラに明るい背景が撮 
影画面に占める割合が大 
さい場合、人物は森出ア 
ン ダーにな 0、 シル エッ 
卜のよラに暗くなりまず。 

このよラなとさは、森出 
を+ 1/3〜+2の範囲で補 
正しで、提出を多く与え 
36まず。 





舞台撮影などのとをは…… 

〜"-吕"の範囲で補正しまず。 

スポットライ K じ照らし出された人物などのよラに、暗い 
背景が撮影画面に占める割合が大さい場合、中央重点平均 
測光で撮影ずると人物は 
露出オーバーにな0白っ 
ぽくなりまず。このよラ 
なとさは、露出を一1/3〜 

一2の範囲で補正しで、露 
出をかなくしで撮影しま 
す。 






( P ) AE ロックの利巧 

オー S 撮影時に被写体の露出（絞りとシャッター速度の組 
をせ）を記憶ずる装置でず。；><インスイッチを " AEL " 
じ tz ッ S ずると、 tz ッ h 時点の露出が力;><ラに記憶され、 
そのままレリーズボタンを押ずと背景の変化に関係なく記 
憶された盛出でシャッターが切れまず。 

1 意図ずる構図のラち、まず主要被写体にファインダー 
の中央邵分を向け、；><インスイッチを " ON " 一 " A 
EL " に切替えまず。これで譯出が固定されまず。 

特に狭い範囲に霜出を含わせたいとさは、則光切替えレバ 
一をスポッ S 測光にして AE ロックしてください。 

巧 AE ロック中は、ファインダー内の測光マークが点滅に 
変わ口まず。 

( み AE ロック作動時は、何度でも同じ露出値で撮影でさま 
ず。 

巧 AE ロック中に測光モードを切替えても、前の測光値が 
継続してロックされまず。 

(fAE ロック中にフィルム感度や謡出補正ダイヤルを変更 
ずると、露出は次のよラじなりまず。 

Av モード：制御シャッタースピードが変化しまず。 

Tv モード：制御絞りが変化しまず。 

み) A E ロックのたットは、ファインダー内表示が点灯しで 
いるとさに行つでください。 



〇ファインダーを元の意図した構図に戻して撮影しまず。 

み AE ロック中は、結出ザ記憶され続けまずザ、表示は省 
電のため1日秒経過後に消灯しまず。 

eg 連続撮影（ドライブモード " CL " " CH ") ずるとさも、 
あらかじめ被写体の明るさを AE ロックしておけば背景の 
変化じよる影嚮を受けずに同じ茲出の写真が得られまず。 

がこの力;><ラは、シャッタースピードと絞りの組合せで得 
られる露出を記憶ずる、懷面光置記憶方式を採用していま 
ず。例えば、 " A V "モード使用のときは、 AE ロック後に 
絞りを変えるとシャッタースピードも追従し、全体の盛出 
量を一定に保ちまず。 
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〈3〉 A •日 ’ C 撮影 

(3 コマ連続自動露出補正の利用） 

ファインダーの中で被写体を追い続けながら、スタンダー 
ド、オーバー、アンダーと3段階の露出バリエーションで 
連続撮影がでさ、非常に微妙な盛出条件のちとでち、战出 
決定に也を奪われることなくシトッターを押し続け、チト 
ンスを確実にものにずることがでさまず。 

1 A - B - C レバーを動]かし、補正幅を tz ッ h ずると、 
A • B • C 撮影に切]曾わりまず。 

補正幅は±日 .5 EV 、±1 EV の S 種類が設定でさまず。 
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A • B • C 撮影は次の詔出モードで行え、シトッター及び 
絞りで自動諮出補正を巧いまず。 


巧出モード 

絞り很先才 一 h ( Av ) 

シトッター活先オー h 
( Tv ) 

マニュアル （ M ) 


コン h ロール内容 

シトッタースピード 

絞り（絞りの制御範囲を越 
える場含はシトッタースピ 
ードを自動的にコン ha — 
ルしまず。） 

シトツター スピード 


み盛出補正ダイヤルを□切外に設定ずると、その補正値を 
基準じした A • B • C 撮影になりまず。 

:♦周囲の明るさの変化じよる影销を受けずに A • B • C 揣 
影がしたいとさは、あらかじめ AE ロックをかけてから撮 
影ずることをおずずめしまず。 

AA ■ B • C 撒影が終了したら、必ず A • B ■ C レバーを 
じ戻してくださし、。 

A ス h ロボを併用ずる A • B • C 揽影はでさません。 

















2 ドライブモードを連続撮影 " CL " または " CH " に 
しレリーズボタンを巧し続けると、 t ッ S した補正幅 
じ従って、スタンダード、才ーバー（+)、アンダー （一) の 
順で補正し、3コマ撮影し終ると止まります。 

さらにレリーズボタンを押し直すと、同じ作動が何度でち 
繰返し得られます。 

(#) ドライブモードを " S " または"がにすると]コマご 
との A •己- C 撮影じなり、"公 2" または"&1日"にする 
と、レリーズボタンを押したあと、2秒または1日秒後に連 
続撮影による A •己- C 撮影じなります。 


1コマ目 
スタンダ—ド 


2コマ目 
才ーバー 


3コマ目 
アンダー 


左ち点巧 


左が点巧 


ちが点巧 


凶を保巧し 
スタンダー ド 



左ち点巧 


§;補正幅がカメラの補正限界を越えるとさは、限界補正値 
で撮影されます。 

f ) 途中でキャン tz ルするとさは 、 A •己- C レバーを"日" 
じしてください。 


A •巳- C 撮影中は撮影順巧を示すため、フイルムカウン 
ターが次のよラに変化します。例えば1日コ7目より A ‘ B - 
C 撮影を巧った場合は次のよラになります。 


獲 A • B • C 作動中にメインスイジチを " OFF " じして 
再度 " ON " じすると 、 A • B * C 撮影はまた]回目より 
順に3コマ分巧われます。 
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巧写巧深巧目巧 

レンズの一般的性質としで、ある被写体にピン h を合わせ 
たとさ、被写体自身が鮮明に写るだけでなく、その前後に 
ち鮮明に写る範囲がありまず。この範囲を被写界深度とい 
います。同じレンズでの被写巧深度は次のよラに変化しま 
ず。 

①絞りを絞り込むほど被写界深度が深く、開放じずるほど 
漢くなりまず。 

( i ) 被写体の距離が達いほど被写界深度が深く、おいほど漢 
くなりまず。 

◎ピン S を合わせた被写体の後方に深く、前方に漢くなり 
まず。また異なるレンズでは、焦点距離の短いレンズほど 
40深く、焦点距離の長いレンズほど浅くなりまず。 


被写界深度の具体的な範囲は、個勺のレンズの被写巧深度 
目蟲で確認ずることザでさまず。例えば加關 F 1.4 標準レン 
ズで己 m の距離にピン K を合わせ、絞りを F ] 目に tz ットし 
た場合は、被写巧深度目蟲1目に巧応ずる距離、ずなわち約 
1 .4 m から約日 m までピントが合ラことじなりまず。 


く絞り込みボタン> 

ファインダーは、常に絞り開放の状態になっていまずが、 
このボタンを押ずと tz ツ S した絞り値まで絞り込まれ（フ 
ァインダー内は絞り値に応じで暗くなりまず）、そのとき被 
写巧深度や背景のボケ具合を見ることザでさます。 

货絞り込みボタンを巧したままレリーズボタンを押しでシ 
ヤツ ターを切ることはでさません。 

： i ; Tv モード時の絞り込み作動はでさません。 








































FI .4 


FIB 
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tz ルフタイマー撮影は、 S 秒と1日秒の S 種類がありまず。 

1 あらかじめ被写体にピン K を含ねせ、ドライブモード 
切曾えダイヤルを"公 2" または"公1日"に含わせでお 
さまず。 

@バルブ設定時はたルフタイマーは使用でさません。 

獲たルフタイマー撮影時は、兰脚をご使用ください。 

2 レリーズボタンを押ずとたルフタイマーザ作動し2秒 
または1日秒後にシャッターが切れまず。 

たルフタイマー作動中、フイルムカウンターは、シャッタ 
一が切れるまでの残り時間（秒)を示ず表示じなり、たルフ 
タイマー LE □が点威しまず。 



度)オート撮影 ( Av 、 Tv ) 時は、接眼部から入る光が測光に 
影袋しないよラに、アイピースシャッターで接眼部をしゃ 
閉ずるか A E □ックをご使用くださし、。 

喔たルフタイマー作動やにレリーズボタンを押ずと、カウ 
ンターはまた最初に戻り残り時間をカウン S しまず。 

ろ)次の操作をずると、 tz ルフタイマーの作動は途中解除さ 
れまず。 

-六インスイッチを OFF にしたとさ。 

-ドライブモードを切替えたとさ。 

•巻戻しレパーを ON したとさ。 

-絞込みボタンを巧したとさ。 

-撮影モードを"已"にしたとさ。 




















同じ画面に違ラ種類の被写体、あるいは同じ被写体を重ね 
て写し込むことじより、独特の写真表現がでさます。 


ドライブモード切曾えダイヤルを弓 I さ上げて多重諮出 
モード"百"じ tz ツ K します。 


2 レリーズボタンを巧して1回目の巧光を行います。 

シトッターを切ると、自動的にドライブモードは 
に復元し、次の撮影のためにシトッターだけがわッ S され 
ます。このときフイルムは送られずフイルムカウンターち 
停止したままです。 

3 レリーズボタンを巧して£回目の巧光を巧います。 

日回しソ上の多重巧出撮影はし S の繰返しを行ラか、 
または指でドライブモード切曾えダイヤルを多重經出の位 
置(こ固定しながら1回ごとレリーズボタンを巧します。 
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ストロボ想 I 影 


TLA フラッシュシステムとス h □ボプレ発光巧能 

RTS1U とコンタックス T し A フラッシュシステ厶を組み 
含ねせると力;/ラ側でストロボ光を自動制御する "TTL 
ダイレク h 測光"じよる撮影ザでさまず。また、ストロボ 
プレ発光機能は、撮影前にスト□ボを発光させで TTL の 
スポッ h 測光を行ラ機構で、従来とくらべ、より正確な 露 
出でス h ロボ撮影ザ行えまず。 

このストロボプレ発光機能は、コンタックス TLA ストロ 
ボ及び、専用ス h □ボ連動接点のない X 接点のみの;'凡用ス 
h □ボち使用でさまず。 

♦ス S □ボ撮影時は、をでの露出モードにおいで絞りは自 
動 tz ットされません。 

♦コンタックスブランドしソ外の運動接点を利用ずる当な製 
スト□ボ （ CS-? 加 AF など）は使用でさません。 

測ホ感度分布図 



TTL ダイレク h 測光 プレ発光 TTL スポッ h 削ホ 
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〈 TTL ダイレクト測光による撮影〉 

1 カメラに TLA ス S ロボを取り付けまず。 

ストロボを "TTL AUTO " に tz ッ h し電源を入れ 
まず。 

充電が完了ずるとファインダー内じ "4" マークが点灯し 
力;>< ラの撮影モードにより次のよラにシャツタースピード 
が自動 tz ッ h されまず。 


巧 0* 巧オー S ( Av ) の時 
白な化の巧光佑 

LT 〜17日日砂 
1/日日秒〜！/巧□秒 
1/巧肿ぶ〜1/邮加秒 


自面 It ツトシヤツタースピード表示 

60点お 
即〜巧日*点巧 
巧□♦点滅 


シャッター*先オー S ( Tv ) の時 


シャッターダイヤルのセット憧 

4秒〜しで日□秒 
1/日加秒〜1/日邮0砂 


白動 t ットシャッタースピード表示 

4 S 〜巧日（シャッターダイヤル 
のたッ S 値のまま） 

巧日*点滅 


* 自動たツトされた"巧 0" 点滅表示のシヤツタースピー K は1'で日日 
秒じなりまず。 



マニュアル ( M )、 バルブ ( B ) の時 

-シャッタースピードは自動セットされませんので必ず1/ 
巧日秒しソ下にセットしてください。 

•セットしたシャッタースピードは点滅し、自然光の測光 
値は点灯表示されまず。 

-誤動作を防ぐために、ロック槪構巧の" XI 巧"じセット 
ずることをおずずめしまず。 

2 巧りを tz ッ K して摄おしまず。 

撮影後ファインダー内のス S ロボゾーターに調光結果 
が4秒間表示されまず。 

讀光表示 


巧 光ち巧 

巧 

示 


適 正 

-2 -1 1 

圓 +1 +2 

点灯 

オーバー 

-2 -1■ +1 +2 

点滅 

アングー 

-2 -1■ +1 +2 

mmmmm 

点滅 


注意事項 

み) ス S ロボゾーターがオーバー*アンダーを表示した時は 
調光範囲外でずので、絞りや撮影距離を変之て撮影してく 
ださい。 

(を TTL ダイレク K 測光での調光結果表示は適正-オーバ 
一-アンタ’一の3段階表示となり、中間値の表示は巧いま 
せん。 

み A • B • C レバーは必ず"日"じしてください。 

受) ドライブモードは1コマ撮影またはセルフタイマー撮影 
でご使用ください。連続撮影モード （CL •仁 H ) でのス 
トロボ連続撮影はで舌ません。 

み フイルム感度は ISO 巧〜4邮じ連動しまず。 

(露出補正は含みません。） 


く TLA ストロボを利用したスローシンクロ撮お> 

ス h ロボ撮影で夕景や夜景の情景を生かした撮影を巧ラに 
は1/3日秒しソ下のスローシンクロ撮影が有効でず。 

TLA ストロボを利用ずると簡単な操作でスローシンクロ 
撮影が巧えまず。 

屏出モード" Av " のとさ 

ゾインスイッチを " AEL " にセク S しまず。 

シャッタースピードザ自お光の測光値にロックされまずの 
でス S ロボの充電完了を確認して撮影してください。 
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R 出モード" Tv "、" M " のとち 

スト□ボ充電完了後、シャッターダイヤルまたは絞りを動 
かしてシャッタースピードの t ット値(点減)と測光値（点 
口）を一致させて撮影してください。 

(!) ス□-シンクロ撮影ではシャッタースピードが遅くなり 
まずので、をブレ防止のために云脚をご使用ください。 

■デイライトシンクロ摄影 

屋外での撮影時に、たとえば強い曰差しの下や逆光下でそ 
のまま人物を撮影ずると、人物は暗くなりザちでず。この 
よラなとさは、ス h □ボを使って撮影ずると人物ち背景ち 
舌れいじ描写ずることがでさまず。 

旁)自然光の測光値が1/日加秒しソ上の値で点灯しているとさ 
は、絞りを絞って1/2日日秒しソ下の点滅表示(こちわせて撮影し 
でくださし、。 

(!) 巧出モード " M " の時は必ず1/?加秒しソ下のシャッタース 
ピードに t ツ h してくださし、。 


■ R 出補正ダイヤルの利用 

ス h ロボ光星を調整して効果を出したいとさは、巧出補正 
ダイヤルを利用してくださし、。 
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くプレ発光 TT L オー h ス K ロボ摄お> 

TLA スト□ボを使ってプレ発光を行ラと、スト□ボの調 
光時間（発光置）を記憶ずることがで舌まず。 


了 カメラに T し A ス h □ボを t ッ h しまず。 

受)撮影モードとシャッタースピード巧び表示じついては " T 
TL ダイレクト測光じよる撮影"の項を参照してください。 

2 ストロボの電源を " ON " じして充電完了を確認しま 
ず。 

( i)TLA 増なシステ厶でストロボを増口した時は、ずべて 
のスト □ ボの充電完了を確認してください。 

3 絞りをわ、ントし、測光したい被写体にカメラを向けで、 
ス h ロポプレ発光レバーを矢印方向に回しまず。 
カメラが自動的に絞り込みを巧いス h ロボが発光しまず。 

(このとさ撮影は行われません） 

ファインダー内のス h □ボメーターに適圧値からの誤差:匿 
ザ ±SEV の範囲で表示され、同時に調光時間（発光ち） 

を記憶しまず。 

凑測光範囲はファインダー中央部0己 mm の円内(マイクロプ 
リズム外側の円）でず。 






4 ス s ロボメーターが適正値を示した場含は、ストロボ 
の充電完了を確認しで撮影しでください。 

ス S □ボメーターザ適正値ソ外を示した場合は、絞りを調 
碧しで適正表示にし撮影しでください。 

絞りで調整しされない場台や、測定値ザ ± SEV を超えで 
点滅表示した場合は、絞りを設定しなおしで再度プレ発光 
させでください。 

#プレ発光レバーを戻さない限り、調光時間（発光置）は 
記憶されつづけまずので同じ調光時間（発光量）で何度で 
ち撮影でさまず。 

♦プレ発光前に詔出補正がされでいるとさは、補正を如え 
た値を中/じ、じ± SEV の範囲で表示されまず。 


劳フィルム感度は IS □巧〜日0日に連動しまず。（涅出補正は 
含わません。） 

くプレ発光 TTL マニュアルス K □ボおお> 

TLA ス S □ボをマニュアルで使用ずる時や、肌用ストロ 
ボを使用した時ちプレ発光による TTL 測光が可能でず。 

1 カメラのアクたサリーシューまたはシンクロターミナ 
ル(こス S □ボを取けけまず。 

2 カメラの露出モードを " M " じしまず。シャッタース 
ピードを1/巧□秒しソ下にし、絞りをたッ K しまず。 

寒; シャッタ—スピ—ド は誤動作を防ぐために、 ロック 機構 
のおる "XI 巧"にたッ K ずることをおずずめしまず。 

3 接続したずべでのス K □ボの充電完了を確認しでくだ 
さい。測光したい被写体にカメラを向けで、ストロボ 
プレ発光レバーを回しまず。 

カメラザ自動のに絞り込みを巧いス S □ボザ発光しまず。 

(このとさ撮影は巧われません） 

ファインダー巧のス S □ボメーターじ適正値からの誤差量 
ザ± S EV の範囲で表示されまず。 

が測光範囲はファインダー中央部が已 mm の円内（マイクロプ 
リズム外側の円）でず。 
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4 ス h □ボ X —夕一が適正値を示した場台は、ストロボ 
の充電を確認しで撮影しでくださし、。 

ス S □ボ X —夕一が適正値しソ外を示した場ちは、絞りを調 
整しで適正表示じしで撮影しでください。絞りで調整しさ 
れない場台や、測定値が± S EV を超えで点滅表示した塌 
合は、絞りを設定しなおしで再度プレ発光しでください。 
m ] ，で加秒で同調しない大型スト□ボもありまずので、事前 
じテス S 撮影ずることをおずずめしまず。 

寒プレ発光は電子スイッチを用いでスト□ボ発光をずる磯 
楷じなつでいまず。このため一部のス S □ボではプレ発光 
じよるス S □ボ X —夕一測光が出来ない場ちがありまず。 

〈後幕シンクロ撮影〉 

後幕シンク □ は動さのある被写体をス□ーシンク □ 撮影ず 
るとさじ効果がありまず。 

通常のス S □ボ頒影は、シゎッターの先惡ザ走行を終えた 
直後にス S □ボを発光（先惡シンクロ）させで撮影しまず。 
RTS 1 りと TLA 2 邮ス S □ボとを組み台わせると、後幕が 
走行を始める直前にス S ロボを発光（後幕シンク □) させ 
ることザでさまず。 

スト□ボ光で照らされた被写体の後ろに、自然光で照らさ 
れた被写体の動さザ流れるよラに写り、自然な動さを表現 
でさまず。 




@露出制御は先霄シンク□時と同様でず。 

み X 力式ケープルレリーズを使用したバルブ撮影での後幕 
シンク□撮影は巧えません。 






ミラーアップレ八一/レリーズソケット 


ラーアップレ八一> 

S ラーを上昇させで固定ずるためのレバーで、顕微鏡撮影 
や複写のよラにミラー作動じより生ずるわずかな振動の影 
嚮ち輯減したい場台に利用しまず。三ラーアップレバーを 
矢印方向に止まるまで回ずと S ラーザ上がり固定されまず。 

(ファインダーは見えなくなりまず）ミラーを戻ずとさは、 
ミラーアップレバーを元のイ立置に戻しでください。 

みミラーアップ状態でオー S 撮影や證出チェックを行って 
ち適正な羅出は得られません。撮影ずる場合は、 S ラーア 
ップをずる前に露出のチェックを巧い、そのとさの露出に 
がっでカメラをマニュアルじ切曾えるか、 AE ロックした 
後にミラーアップしでください。 

<レリーズソケット> 

ケーブルスイッチ L やオー S ベローズを接続ずる接点で、 
これらアク tz サリーからの單気信号を伝え、シャッターを 
作動させまず。 

みレリーズソケットには、市販されでし^る一般のメカ方式 
ケーブルレリーズを取巧けないでください。 

が障の原因じなごまず。 


レ 
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マーク 



赤外線フィル厶（赤フィルター使用）を使用して赤外撮影 
ずる場合は、一般撮影のときとピン S 面が少しズレまずの 
でそのズレ a だけ補正が必要じなりまず。レンズじはその 
ため赤外線補正マークザついていまず。まずフィルターな 
しでピン S 合わせをしたあと、フィルターを取付け、その 
とさの距離目鹽を補正マークの位置までずらして撮影しま 
ず。 

馨)カラー赤外フィル厶を使用ずるときは、フィル厶の説明 
書(こ従って撮影してください。 
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日付け•時刻の写し逆み 


年*巧*日 曰•月•年 

!，日 S 记 n ] -- IH ，•口’把 1 

i _ 

f/w /S-WsH .- - -- -jj-^ 

日•時•分 写し込みが行な 

われません。 



裏ぷたじ内蔵されとオー S デー S 機楠により、撮影の記録 
としでフィル厶のコマ間隔部に曰付けや時刻を自動的に写 
し込むことザでさまず。 

①モードボタンを巧ずごとに年•月.曰式日•時.分ご>-- 
.. ..(写し込みなし）〇月•曰.年三日•月•をの順に表 
示が変わ0まずので、写し込みたい表示に合わせまず。 
©レリーズボタンを押して撮影ずると、表示夕字ち上の 
"一" マークザ点威して、表示が写し込まれたことを示し 
まず。 

曰付‘時刻は撮影画面内には写し込まれません。 

♦ I 曰巧表示の上に出る "ivr 表示は、月 （ Month ) を示ず 
マークで、写し込みはされません。 


证け萄 

月•曰•年 













































ち 連続 巧 お （ C ) で、フィル厶感度が ISO 目4む下のときに 
データ八ックを"写し込み"の状態にして撮影すると、巻 
上げ速度が遅くなります。速くしたいとさには"写し込み 
なし" ) じしてください。 

フィル厶の画面と画面の間に、曰巧けなどデータの写し 
込みを行った場台、現懷処理作業の段階でホルダー収納の 
ためフィル厶を裁断する際、データ写し込み部がの斬され 
たり、また極端に 露出 アンダーのとさや夜景攝影などで画 
面の境界が判別でさない場含、画面間のデータを画面内の 
画像と誤って判断し、 撮影 画面が切断されでしまラことが 
ありますので、何卒ご容赦願います。 

なお、このよラなことを避けるためじは、現像処遇を依頼 
するとさ、フイル厶を切断しないよラ長巻さの指示をして 
ください。 


〈曰付け-時刻の修正> 

①デートモードボタンを押しで修正する表示を出します。 

魯デート tz レクトボタンを押しで修正する数字を点滅させ 
ます。 

©デート tz ットボタンを巧して正しい数字になおします。（睛 
刻合わせで：ザ点滅しでいる場合は秒合わせです。時報に含 
わせで tz ッ h ボタンを押すと正確な時刻合わせがでさます。） 
留)修正が終わつたら数字の点滅が消えるまで tz レク h ボタ 
ンを巧してください。 



〈データバ、ック用電地の交換> 

データバック用電池は、長寿命のリチウ厶電池 （ C 円即巧） 
对采用しているため約3 — 4年間は交換不要です。電池が消 
耗してくると曰巧けや時刻の写し込みがラすくなったり、 
液晶表示が正常な表示をしなくな0ます。このとさは図の 
よラじして電池を交蝶してくださし、。 

♦デー h 用里池を交換したとさは、必ず曰巧けと時刻を台 
わせなおしてくださし、。 

デー h 用霞池 （ C 円即巧）は、特に幼児の手の届かな 
いところじ保管してください。万一電池を飲み込んだ 
場をは、直ちに医師と相談しでください。 





力乂ラ使用上のを意 


® 着い場所（夏の海辺、直射曰光下の車内など）に長時間 
置いておくと、フイル厶や電池の性能を低下させ、カメラ 
じち影磐をぶぼしますので放置しないでくださし、。 

货;宿岸-山岳などでの撮影後は、カメラをよく清掃してく 
ださい。潮風は腐食の原因となり、砂ぼこりなどは内部の 
精密な槪構に影響をぶぼしまず。 

ci ) レンズやファインダー接眼部などにゴミ-ホコリがある 
場をは、ブ□アーで吹さ飛ばずか、柔らかいレンズ刷毛で 
輕くおい、指紋などがついた場合はむやみに拭かず、市販 
のレンズ紙などで軽く拭いてください。またミラー面のゴ 
ミやホコリは、レンズ刷毛で輕くすムラ程度にしてくださし、。 
#寒いところから急に暖かい室内に持ち込むと、レンズや 
ファインダーがくちることがあります。しばらくするとく 
ちりは消えますが、内部に水滴が生じると腐食の原因にち 
なりますので、でさるだけ急激な温度変化を与えないでく 
ださい。 

が巧か旅行やお拒式など大切な撮おのとさは、前ちって作 
勤のお認をしてから使用してください。また予備の 巧 池を 
巧 巧ずることをおずずめしまず。 

み本体のミちれを落とすとさは、柔らかい巧などで拭いてく 
ださい。ベンジンやシンナーなどの落剤の使用は絶対じ避 
けで < ださい。 
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シャッター幕じついで 

シトッター霄は非常に薄い巧質ででさています。絶巧 
に指で突いたり肖をれたりしないでください。フィル厶 
交換の際はフィルム先端がシトッター幕に離れないよ 
ラご;'ま意ください。また、ブ□ワーで吹く隙は強く吹 
かないでください。強く吹くと変おや破損の恐れがあ 
ります。ボンべタイプのブ□ワーは絶巧に使わないで 
ください。 

マイクロコンピューターの保護回おについて 

このカメラは外部の強力な静電気に巧して内部のマイ 
ク□コンピューターを保護するための巧全回路を内蔵 
しています。この巧全回路の働きじより極めでまれに 
カメラが作動しなくなることがあります。このよラな 
場合は、メインスイッチを OFF にし、電池を一旦取 
出して、もラー度入れ直しでからご使用ください。 

〈カメラの保管について〉 

みカメラは、湿気やホコリのある場所や防虫剤のあるタン 
ス、実験室のよラに薬品を扱ラところを避け、風通しの良 
い巧に保管してください。 

® 長期間カメラを使わないとさは、電池を取出しでお去ま 
しょラ。液漏れじよる損傷を防ぎます。 



専兒アクセサ u — (別売) 


(霉 


FV- 1 



1 

1 





1 

1 

1 

1 ^ 

、 




1 

1 y 




FV- ‘ 

4 





@ 


Fv-e 



FV - 已 


〈フォーカシングスクリーン FV タイプ> 

RTSin には専用のフォーカシングスクリーンザ下記の己 
種類用意されており、撮影目的や用途に応じて交蝶ずるこ 
とザでさまず。 

FV - 1 • FV - 己にはスポット測光範囲を示ず中央部の0 
3圓の円とス K ロボプレ発光時の測光範囲を示ず0日 mm の 
円（マイクロプリズ厶外測）ザ示してありまず。 FV -3. 
FV -4 • FV - 日には中央部 03 mm の円のみ示してありま 
ず。ス S □ボプレ発光時は03麵の円よりもわずか(こ広い 
範囲を測光しまずのでごま意ください。 

審フォーカシングスクリーンは高精度に仕上げられており 
まずので、絶巧に手で軸れないでください。 

交換の隙はフスーカシングスクリーンの取扱説明書をよく 
お読みじなり、必ずフスーカシングスクリーン付属の専用 
ピンたッ K をお使いください。 


FV -1 (水平スプリッ K マイクロプリズム式） . 標 

準装備品。一般撮影に適していまず。中央のスプリッ h 部、 
その外周のマイクロプリズ厶部、周辺のマッ S 部の3つの 
部分でピン S を含わせることザでさまず。 

FV -^(コンビネーションマイクロ式） . 一般撮影に 

適していまず。中央部と外周部とに角度の異なるマイクロ 
プリズ厶を絹み含ねせたスクリーンでず。中央部は明るい 
レンズを使用した時に精度よくピン S 含わせでさまず。外 
周部のマイクロプリズ厶は暗いレンズを使ったとさでちか 
げりじくい為、効率よくピン S を台わずことザでさまず。 

FV -3( を面マッ S 式） . 全面をマット状にしたスク 

リーンでず。長焦点レンズなど、比較的暗いレンズを使用 
ずるとさや、接写などでマイクロプリズ厶部、あるいはス 
プリット部ではピントが含ねせじくいとさじ適していまず。 

FV -4(方眼マッ K 式） . 全面マッ S すに日 mm 間隔の 

方眼を入れたスクリーンでず。特にオー S ベローズや PC 
デイスタゴンを使用してのアオリ撮影、あるいは複写など 
厳密に褐図を決定ずる時に適していまず。 

FV -5( クロススケール式） . 賴微鏡撮影や高倍率接 

写の時に使用ずるスクリーンでず。中央が明るい透過すに 
なっており、眼をわずかに左右に振って十字線にがして懷 
がずれないよラにピン S を調整しまず。また周辺のマッ S 
面でちピン K 含わせが可能でず。目盛り線 （1 mm 間隔）を 
利用して撮影倍率や像の大ささを知ることがでさまず。 






















I 国 III IWI IK ； 


< 視度補正レンズ FM タイプ > 

力；/ラ本体の視度補正範固 （+1 D 〜一 30) で補正しさ 
れない場合は別売りの視度補正レンズ FM タイプをご使用 
ください。 

力 x ラに視度補正レンズを取付けた時の視度補正範囲は次 
のよラじなりまず。 

巧度活正 レンズ 

FM -3 
FM + £ 

取0付け方 

力 X ラの接眼リングをはずしで視度補正レンズをねじ込み 
まず。 

巧) 取り外した接眼リングはなくさないよラに保管しでくだ 
さい。 


視 JS 拍正範巧 

-5.0 D 〜-1.阻 
-日.日□〜+4•日 D 


<ライ S アングルファインダー N > 

力；/ラのファインダー接眼部に取付けで使用ずる直角型フ 
ァインダーでず。ローアングルの撮影に使用ずるほか、力 
x ラに取巧けたままでファインダー部を 3 B [ r 回転させるこ 
とがでさるので、コピースタンドを使用しでの複写、また 
は接写などが楽な姿勢で行えまず。 

ファインダー画像は左右正像でアイカップ、巧び視度調節 
装置がついでいまず。 



5斗 



















〈マグニファイヤー F -^ N 〉 

マグニファイヤー F 2[\]はファインダー接眼部じ取巧けて、 
ファインダー視野中央部を 2.1 倍に拡大して見ること力でさ、 
接写のとさなどじより正確なピン h 含わせザでさまず。ま 
た、を視野を見るときは接眼部に取巧けたままマグニファ 
イヤーをはね上げることがでさ、ス h ロボ装着時など状況 
に応じて適当な向さじ回起させることもでさまず。 




〈フレックスケース C -1) 

ケース先端を伸縮させることにより、 RTSim こカールツ 
ァイス T * レンズの焦点距離13日 mm 政下のレンズ、及びバリ 
オゾナー4日〜即圓、3日〜7日画、卽〜日日 mm のズームレンズを 
装着したまま収納でさまず。 
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主な仕様 


型ぶ- 35讓フスーカルプレン式 A E —眼レフ 

力乂ラ 

画面サイス -24 X 36画 

レンスマウン S ——コンタックス/ヤシカ MM マウント 
シャツター型式 ——縦走巧 ■>< タルフスーカルプレンシャッ 
夕_ 

シャッタ-才—卜 . 32 秒〜 1 /日弧□秒 

スピード マニュアル …… B、 X (1'1?日秒 J ' 測秒、） 

4秒〜1/日邮日秒 

シンクロ接点- X 接点…1/巧日秒しソ下で同調タイレク 

SX 接点、ぶびシンク□ター S ナル付 

セルフタイマ- 電子式-作動時間…^秒/1日秒の3種 

シャッタ—— 一一__ 電子しリーズ方式縦位置レリーズボ 
レリーズ タン巧専用レリーズソケット巧バ 

ルフ専用ケープルレリーズソケッ K 付 
巧出モードーーー—①絞り便先オート©シャッター便先 
才ート這)マニュアル醒出 @TTL 
オートストロボ©プレ発光 TTL 才 
ートスト□ボ©プレ発光 TTL 測光 
マニュアルス S □ボ 

測光方式- ~~~~~~ TT L 中央重点平均測光/ TT L スポ 
ッ S 測光の曾えな 

測光®囲- 中央重点平均測光 …… 巨 V 日〜？1 

尸 f (ISO10 日、 F1.4) スポッ S 測光 . 巨 V 3 〜？1 
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フィルム感度 - DX コードによる自動設定…… 

連 お] 巧囲 IS □巧〜加日日 

マニュアル設定時…… ISO 目〜目4邮 

A E ロック -像面光 S 記憶方な 

结出巧正--- S E V 〜一吕巨 V 

(1/3 EV ステップで設定可能） 
A ‘ B ‘ C 巧请 ~^ A • B • C レバーの設定による 
經出補正幅±日.日 EV /±1 EV 
ストロボ讀光 ~^ TT L ダイレク S 調光方す 
連巧方式 

ス S ロボ同讀 -専用ス S ロボの充電完了じよりシャッ 

切替が宿 夕ースピード自動切曾 

ファインダ -ペンタプリズ厶使用のアイレベル型 

(□ングアイポイン S 式） 

-視野率…約1日日％ 

•倍率…日.74倍 
(日日画標準レンズ無限連） 

巧度補正 --視度補正槪恼内蔵 

補正範囲+1 □ 〜一 3 D 

フォーカシング ——水平スプリット/マイク□プリズ厶式 
スクリーン を標準装備 スクリーン交換巧 

ファインダー巧 ——シャッタースピード、露出アンダー、 
表示 詔出オーバー、フィル厶カウンター、 

A •曰 -C 表示、ス h ロボ X - ター、 
























充電完了マーク、絞り、 竊出 モード、 
露出補正醫告、測光表示 

表示パネル———— フィ ル厶カウンター、給送 マーク、パ 
ッテリー 哲告 マーク 

フィルム装罹- オートローディングすフィル厶カウ 

ンター"日 r までの空送り槪墙巧 
フィルムき上げ— 内蔵モーターによる自動巻上げ 
フィルムき戻し ——内蔵モーターじよる自動巻戻し 
フィルム先端残して自動停止 
途中巻戻し巧 

巻戻し時間…約13秒 （3 目枚撮り） 

フィルム- 自動復元順算式巻戻し時減算表示 

カウンター 巳- tz ルフタイマー経過時間表示 

A • 已 • C 表示 

アクたサリ-■ー ダイレクト X 接点 

シュー （ TLA ス h ロボ連動接点巧） 

ドライブモード ——1コマ-連続 (CL • CH ) • セルフタ 
イマー（2秒-1 日 秒）-る重麗出 

巻上げ速度 - CL ……最高約3コマ平少 

(新品アルカリ乾電;’也使用時) 
CH ……最高約己コマ巧 

(新品アルカリ教電;也使用時) 

裏ぶた -襄ぶた開放ノブによる開閉巧、着脱巧 

自目、デート機構、フィル厶確認窓巧 


圧巧方式 一一 ■ ——たラミック圧板 

円 TV ；< カニズ厶じよる吸引方式 

巧 0 込み 巧 お -絞り込みボタンにより可能 

(下 V モード時を除く） 

吉ラーアップ—— — ミラーアップレバーじより可能 
電源一^^^ —1.5 V 単3おアルカリ乾電池日本、1.? 

V 単3おニッカド電池日本または己 V 
|」チウ厶電池（2じ円已）1個使用 
棄ぶたにデータバック巧 I 」チウ厶電池 
( CR ? 日巧)内蔵 

バッテリー チて ック ー 自動チェック式表示パネルに表示 
フィル ム巧お本が 一36枚儘りフィルム約1の本(単3おアル 
カリ乾電池使巧、常温、当な撮影暑準 
じよる） 

寸法 -15目(幅） X 1引（高さ ）X S 日(與行き ) mm 

重童 - 1 1 加呂（電池別） 

ぷ仕巧-巧祕の一那を予告なく変をずることがありまずのでご了承くだ 
さし、。 

本製品の磯能をフルに活用していただくためにも、交 
換レンズ、巧びア クセサリー類は当社 製品のご使用を 
おずずめしまず。コンタックス用として市販とれてい 
る他社製品を使用して生じた事おやが障については、 
当社では実任を負いかねる場合ちありまず。 




















ファインター接眼部 
接眼リング 


レリーズソケ、ン K 
シンク□夕ーミナル 


留出モード□'ンク解除ポタン 


フイルム確認窓 
襄ぶた開放ノブ 
デー K 用霄池ぶた 


アイピースシヤジタ ー レバー 


王脚取0巧け巧 
シヤ、ンター醫 
フィルム固定卽 


□ X 接点 
フイルム: 



データ八‘、ンク巧接点 
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る部の名称 



アイ カ、 ンプ 


ス S □ポプレ発光レバー 
デートわク^ボタン 


デー Ktz レク K ボタン 
デートモ_ド切替えボタン 
デー h 表示窓 


バ、ンテリー室カバー着脱ノフ 





スプ□ケッ K 
スプール 


フイルム 
圧板 


RTV 吸引スリッ [ 


































